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を
中
心
に
あ
ら
ゆ
る
対
応
が
な
さ
れ
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
処
理
水
の
処
置
に
対
す

る
協
力
体
制
が
整
い
、
漁
業
関
係
者
は
本

来
の
漁
業
に
信
頼
感
を
得
て
い
る
と
言

え
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
ロ
シ
ア
は
中
国

に
べ
っ
た
り
の
水
産
物
禁
輸
に
踏
み
切

っ
た
が
、
政
治
的
な
思
惑
が
感
じ
ら
れ

る
。
世
界
の
情
勢
、
常
識
を
読
み
取
る
感

覚
も
な
い
類
は
類
を
呼
ぶ
感
じ
で
あ
る
。 

 

お
陰
で
、
我
が
国
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

対
中
国
、
ロ
シ
ア
と
の
貿
易
、
生
産
拠
点

の
見
直
し
を
行
い
産
業
面
で
の
安
全
保

障
政
策
が
軌
道
に
乗
っ
て
来
て
い
る
。 

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
総
会
に
お
け
る
福
島
第
１
原

発
処
理
水
問
題
で
の
我
が
国
の
毅
然
た

る
態
度 

高
市
早
苗
科
学
技
術
相
は
中
国
政
府

か
ら
の
非
科
学
的
な
「
核
汚
染
水
」
攻
撃

に
対
し
、「
日
本
は
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
関
与
の

下
で
処
理
水
を
放
出
し
、
国
際
社
会
へ
丁

寧
に
情
報
提
供
し
て
き
た
」
と
説
明
し
更

に
「
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
加
盟
し
な
が
ら
事
実
に

基
づ
か
な
い
発
信
を
し
、
突
出
し
た
輸
入

規
制
を
し
て
い
る
の
は
中
国
だ
け
だ
」
と

も
述
べ
中
国
政
府
の
お
か
し
さ
を
際
立

た
せ
た
と
一
部
マ
ス
コ
ミ
で
評
価
さ
れ

て
い
る
が
正
鵠
を
得
た
評
価
で
あ
る
。 

・
報
道
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
中

国
の
原
発
が
福
島
第
１
原
発
よ
り
は
る

か
に
多
く
の
ト
リ
チ
ュ
ウ
ム
を
放
出
し

て
い
る
と
の
正
し
い
情
報
が
投
稿
さ
れ

る
と
削
除
し
、
誤
っ
た
情
報
し
か
自
国
民

に
与
え
て
い
な
い
様
で
あ
る
。
ま
た
、
中

国
政
府
の
「
核
汚
染
水
」
と
言
う
誠
に
非

科
学
的
な
表
現
に
対
す
る
中
国
国
民
の

賛
同
活
動
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
影
響
を
考
慮
し
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か
９
月
２
１
日
の
国
連
総
会
で
の
一
般

討
論
演
説
で
韓
正
国
家
副
主
席
は
処
理

水
に
は
触
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
中
国
の

思
惑
に
反
し
、
国
際
社
会
で
は
処
理
水
を

「
核
汚
染
水
」
と
で
た
ら
め
な
日
本
非
難

に
対
す
る
思
惑
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い

な
い
事
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。 

福
島
第
１
原
発
の
処
理
水
放
出
に
対
す

る
あ
ら
ゆ
る
糾
弾
対
策
手
法
の
適
用
―

靖
国
問
題 

・
喫
緊
の
課
題
は
靖
国
問
題
で
あ
る
。
二

百
四
十
六
万
六
千
余
柱
の
英
霊
が
祀
ら

れ
て
い
る
靖
国
神
社
を
ど
う
し
て 

我

が
国
の
総
理
が
機
会
あ
る
ご
と
に
参
拝

し
な
い
の
か
、
で
き
な
い
の
か
の
問
題
で

あ
る
。 

 

世
界
の
国
の
中
に
は
そ
の
国
の
歴
史

を
知
ら
な
い
理
不
尽
な
主
張
を
す
る
国

が
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
押
し
ま

く
ら
れ
て
何
も
手
出
し
が
で
き
な
い
事

で
あ
れ
ば
そ
の
国
は
「
与
し
や
す
い
国
」、

「
脅
せ
ば
何
も
で
き
な
い
国
」
と
し
て
現

状
の
中
国
、
ロ
シ
ア
の
よ
う
な
「
武
力
、

金
力
を
は
じ
め
と
し
国
際
法
違
反
で
あ

ろ
う
が
、
力
に
よ
る
現
状
変
更
」
を
辞
さ

な
い
国
の
い
わ
ば
属
国
的
な
存
在
と
な

る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
は
目
に
見
え
て
い

る
。
尖
閣
諸
島
、
北
方
四
島
問
題
も
し
か

り
で
あ
る
。
８
月
に
は
中
国
政
府
は
「
新

し
い
地
図
」
を
発
表
し
「
法
の
支
配
」
を

蔑
ろ
に
す
る
現
状
変
更
の
意
図
で
あ
る
。

全
世
界
か
ら
の
反
発
は
言
う
ま
で
も
な

い
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
積
み
重
ね
既

成
事
実
化
を
狙
う
の
で
あ
る
。
尖
閣
諸
島

も
そ
の
対
象
と
な
り
つ
つ
あ
る
。 

・
福
島
第
１
原
発
の
処
理
水
放
出
の
科
学

的
根
拠
に
基
づ
く
手
法
、
デ
ー
タ
ー
を
駆 

使
し
あ
ら
ゆ
る
関
係
諸
国
に
相
当
前
か

ら
説
明
、
協
力
を
働
き
掛
け
て
お
り
Ｉ
Ａ

Ｅ
Ａ
総
会
、
国
連
総
会
等
の
場
で
中
国
の

「
核
汚
染
水
」
発
言
は
ほ
と
ん
ど
無
視
さ

れ
た
感
じ
で
あ
る
。
即
ち
、
克
明
な
自
国

で
の
研
究
、
国
際
機
関
と
の
調
整
、
国
内

関
係
諸
団
体
等
と
の
意
見
交
換
等
を
相

当
前
か
ら
実
施
し
処
理
水
放
出
の
成
功

に
辿
り
着
い
て
い
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、

靖
国
問
題
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
べ

き
か
を
考
え
ね
ば
い
つ
ま
で
た
っ
て
も

総
理
の
「
真
榊
」
と
言
う
供
物
奉
納
で
終

始
で
き
る
問
題
で
は
な
い
。
総
理
自
身
が

参
拝
せ
ね
ば
意
味
が
な
い
事
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
２
年
ぐ
ら
い
の
歴
史
的
、
民
俗

学
的
、
神
道
学
的
な
幅
広
い
研
究
か
ら
の

ど
の
よ
う
な
根
拠
を
基
に
全
世
界
に
我

が
国
の
主
張
を
明
確
に
し
、
そ
の
正
し
さ

を
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
総
理
参
拝
の

解
決
の
糸
口
と
す
べ
き
で
あ
る
。 

祖
国

の
英
霊
に
頭
を
垂
れ
な
い
首
相
、
大
統
領

は
い
な
い
。 

・
わ
が
国
総
理
に
よ
る
靖
国
神
社
参
拝
の

実
現
は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
岸
田
首

相
は
１
０
月
１
７
日
靖
国
神
社
の
秋
季

例
大
祭
に
、「
内
閣
総
理
大
臣 

岸
田
文

雄
」
の
名
前
で
真
榊
（
供
物
）
を
私
人
の

立
場
で
奉
納
し
た
が
、
１
９
日
ま
で
の
例

大
祭
期
間
中
は
参
拝
を
見
送
る
と
し
実

施
し
て
い
な
い
。
１
７
日
、
国
務
大
臣
と

し
て
新
藤
経
済
再
生
担
当
相
、
高
市
経
済

安
全
保
障
担
当
相
が
、
例
大
祭
前
の
１
６

日
に
は
衆
議
院
議
員
と
し
て
西
村
経
済

産
業
相
が
そ
れ
ぞ
れ
私
費
で
参
拝
し
て

い
る
。 

 

 

[

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
処
理
水
の
海

洋
放
出
の
英
知
と
決
断
力]

を
如
何
に
応

用
す
る
か
。 

湘
南
支
部
長 

清
﨑
忠
圀 

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
（
以
降
「
福
島

第
１
原
発
」
）
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
対

す
る
中
国
の
糾
弾 

・
８
月
２
４
日
放
出
開
始
現
在
、
第
１
原

発
の
敷
地
内
に
は
千
基
以
上
の
タ
ン
ク

が
あ
り
多
核
種
除
去
装
置
（
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
）

を
通
し
た
約
１
３
４
万
ト
ン
処
理
水
な

ど
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
。
第
１
回
目
の
放

出
は
そ
の
内
の
約
７
，
８
０
０
ト
ン
を
海

水
で
十
分
に
薄
め
１
７
日
間
で
放
出
し

た
。
今
年
度
は
計
４
回
の
放
出
で
約
３
万

１
，
２
０
０
ト
ン
を
処
理
水
と
し
て
海
洋

放
出
の
予
定
で
あ
る
。 

・
今
回
の
福
島
第
１
原
発
の
処
理
水
放
出

は
、
菅
義
偉
前
総
理
の
決
断
が
あ
っ
た
こ

と
は
申
す
ま
で
も
な
い
。
そ
の
決
断
を
現

岸
田
文
雄
総
理
が
引
き
継
ぎ
、
保
管
タ
ン

ク
の
保
安
上
待
っ
た
な
し
の
８
月
２
４

日
実
行
に
移
さ
れ
た
。
当
初
福
島
の
漁
業

関
係
者
ら
の
猛
烈
な
反
対
運
動
が
あ
り
、

そ
れ
は
全
国
漁
業
関
係
者
を
は
じ
め
と

す
る
反
対
運
動
に
拡
が
り
、
各
メ
デ
ィ
ア

が
取
り
上
げ
た
。
更
に
中
国
政
府
は
、
我

が
国
及
び
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
科
学
調
査
、
分
析

結
果
に
も
拘
ら
ず
「
核
汚
染
水
」
と
吹
聴

す
る
と
共
に
我
が
国
か
ら
の
全
面
的
な

水
産
物
禁
輸
策
を
取
り
続
け
て
い
る
。
こ

の
状
況
を
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
関
）
に

提
訴
す
べ
き
で
あ
る
が
岸
田
総
理
の
決

断
は
今
の
と
こ
ろ
無
い
。 

・
一
方
、
我
が
国
の
対
中
国
水
産
物
禁
輸

に
よ
る
影
響
に
関
し
て
は
現
在
ほ
と
ん

ど
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
て
い
な
い
。
政
府 
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支
部
会
員
に
よ
る
２
０
２
４ 

第
４
５
回
神
奈
川
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
協
賛 

湘
南
支
部
長
（
十
月
二
十
日
現
在
） 

多
く
の
会
員
各
位
か
ら
協
賛
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

石
川
潤
一
、
平
川
幹
雄
、
岡
崎
光
博
、
菅
原

政
弘
、
田
中
了
、
府
川
太
郎
、
尾
上
洋
一
、

窪
田
朗
、
佐
藤
友
昭
、
今
井
敬
、
荒
木
裕
高
、

尾
﨑
謙
一
、
栩
木
実
、
高
橋
祥
子
、
中
尾
眞
、

関
克
行
、
福
楽
勣
、
荻
原
洋
聡
、
牧
石
健
志
、

高
見
巌
、
廣
瀬
正
実
、
市
川
和
広
、
山
岸
征

洋
、
小
見
山
雅
、
其
浦
勇
治
、
山
内
敏
秀
、

喜
瀬
美
恵
子
、
高
山
雅
司
、
金
子
勇
二
、
青

山
元
彦
、
渡
辺
一
正
、
小
池
淑
子
、
寺
中
哲

夫
、
山
本
角
八
郎
、
三
澤
征
治
、
長
田
博
、

松
澤
弘
海
、
清
﨑
忠
圀
、
池
田
周
平
、
藤
間

順
一
、
水
谷
宏
之
、
深
澤
文
晴
、
川
内
美
喜

男
、
左
奈
田
幸
一
、
坪
井
圭
一
、
平
形
武
夫
、

山
崎
一
男
、
高
木
幸
夫
、
内
藤
晋
二
、
堀
井

光
男
、
福
井
繁
、
坂
西
厚
隆
、
澤
野
憲
二
、

遠
藤
武
、
蛭
田
信
次
、
井
岡
成
吉
、
松
長
泰

幸
、
春
日
敏
、
中
尾
剛
久
、
西
村
剛
、
日
高

昭
、
宮
城
覺
映
、
中
根
圭
介
、
濱
口
浩
二
、 

中
東
情
勢 

支
部
理
事
役 

深
澤
文
晴 

１
０
月
７
日
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ハ
マ
ス
が
イ

ス
ラ
エ
ル
へ
の
攻
撃
を
開
始
し
た
こ
と
で
始
ま

っ
た
中
東
の
紛
争
。
米
国
は
２
つ
の
空
母
打
撃

軍
と
海
兵
隊
二
千
人
を
東
地
中
海
に
派
遣
し

て
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
地
上

侵
攻
へ
の
黙
認
を
取
り
付
け
よ
う
と
し
て
い
る

中
東
外
交
の
失
敗
に
備
え
て
い
る
。 

１
８
日
に
ヨ
ル
ダ
ン
で
予
定
さ
れ
て
い
た
、

バ
イ
デ
ン
大
統
領
と
ア
ラ
ブ
諸
国
の
指
導
者
と

の
首
脳
会
談
が
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
り
今
後
の
雲

行
き
が
怪
し
く
な
っ
た
。 

同
日
、
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
、
北

京
で
行
っ
た
記
者
会
見
で
、
極
超
音
速
ミ
サ
イ

ル
「
キ
ン
ジ
ャ
ル
」
を
搭
載
し
た
ミ
グ
３
１
戦

闘
機
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
黒
海
の
公
海
上
で

開
始
す
る
と
明
ら
か
に
し
た
。
中
東
情
勢
の
緊

迫
を
受
け
て
空
母
２
隻
を
イ
ス
ラ
エ
ル
沖
に
派

遣
し
た
米
国
に
対
す
る
示
威
活
動
で
あ
る
。
プ

ー
チ
ン
大
統
領
は
「
速
度
マ
ッ
ハ
９
、
射
程
千

キ
ロ
以
上
」
と
キ
ン
ジ
ャ
ル
の
性
能
を
強
調
し

て
地
中
海
が
射
程
に
入
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
。
ま
た
レ
バ
ノ
ン
の
ヒ
ズ
ボ
ラ
と
イ
ス
ラ
エ

ル
の
紛
争
も
拡
大
し
て
い
る
。 

１
９
日
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
近
い
紅
海
北
部
で

米
駆
逐
艦
が
３
発
の
巡
航
ミ
サ
イ
ル
と
複
数
の

無
人
機
を
迎
撃
し
た
。
い
づ
れ
も
イ
エ
メ
ン
か

ら
発
射
し
た
も
の
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
標
的
と

し
た
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
。 

２
１
日
に
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
で
「
カ
イ
ロ

平
和
サ
ミ
ッ
ト
」
が
行
わ
れ
た
。
会
議
で
は
ヨ

ル
ダ
ン
、
南
ア
フ
リ
カ
、
エ
ジ
プ
ト
、
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
な
ど
各
国
か
ら
ガ
ザ
で
軍
事
侵
攻
を

続
け
る
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
厳
し
い
非
難
の
声
が

相
次
い
だ
。 

パ
レ
ス
チ
ナ
の
後
ろ
に
は
、
イ
ラ
ン
、
シ
リ 

編
集
後
記 

１
０
月
７
日
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ハ
マ
ス
が

イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
攻
撃
を
開
始
し
た
。 

今
後
と
も
各
種
ジ
ャ
ン
ル
に
亘
る
、
ご
寄

稿
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

「支部の予定」 

・11/04（土） 

 第８回支部理事役会 

・11/11（土） 

 安全保障トークサロン 

・11/22（水） 

 11 月隊友紙発送 

・12/09（土） 

 第９回支部理事役会 

・12/上旬 

 広報官慰労・激励会 

・12/20（水） 

 12 月隊友紙発送 

・01/13（土） 

 第 10 回支部理事役会 

ア
な
ど
ア
ラ
ブ
諸
国
や
中
国
、
ロ
シ
ア
が
控
え

て
い
る
。
ま
た
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
後
ろ
に
は
英

米
が
控
え
て
い
る
。 

大
き
な
戦
争
に
な
ら
な
い
事
を
祈
る
ば
か
り

で
あ
る
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

令
和
５
年
度
特
集 

予
備
自
衛
官
に
つ
い
て 

第
４
回
「
防
衛
の
重
要
な
戦
力
」 

支
部
理
事
役 

深
澤
文
晴 

自
衛
官
の
募
集
・
採
用
を
取
り
巻
く
環
境
は

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、

大
き
な
期
待
を
か
け
ら
れ
て
い
る
の
が
「
予
備

自
衛
官
等
」
だ
。
普
段
は
企
業
な
ど
に
在
籍
し
、

有
事
に
は
常
備
自
衛
官
と
同
様
に
前
線
に
赴
く

「
即
応
予
備
自
衛
官
」、
駐
屯
地
な
ど
で
後
方
支

援
に
あ
た
る
「
予
備
自
衛
官
」
ら
。
そ
れ
ぞ
れ

に
所
属
企
業
な
ど
の
理
解
の
下
、
招
集
訓
練
な

ど
へ
の
参
加
を
通
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備

え
て
い
る
。「
国
防
」
を
担
う
貴
重
な
戦
力
と
な

っ
て
い
る
予
備
自
衛
官
等
の
現
状
を
報
告
す

る
。 国

家
の
緊
急
事
態
に
あ
た
っ
て
は
大
き
な
防

衛
力
が
必
要
と
な
る
が
、
そ
の
防
衛
力
を
常
日

頃
か
ら
保
持
す
る
の
は
効
率
的
で
は
な
い
。 

防
衛
省
で
は
、
平
時
は
常
備
自
衛
官
の
防
衛

力
で
対
応
し
、
有
事
の
際
は
予
備
の
防
衛
力
と

な
る
「
予
備
自
衛
官
等
制
度
（
予
備
自
衛
官
、

即
応
予
備
自
衛
官
、
予
備
自
衛
官
補
の
３
制

度
）
」
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
予
備
自
は
普
段
は

企
業
の
一
員
と
し
て
勤
務
し
つ
つ
、
有
事
の
際

に
は
自
衛
官
と
し
て
貢
献
す
る
役
割
を
担
う
。 

予
備
自
の
招
集
実
績
は
、
平
成
２
３
年
３
月

に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
の
災
害
派
遣
が

制
度
創
設
以
来
初
め
て
だ
っ
た
。
以
降
、
同
２

８
年
４
月
の
熊
本
地
震
や
令
和
元
年
１
０
月
の

台
風
１
９
号
災
害
、
同
２
年
７
月
の
豪
雨
災
害

な
ど
７
回
の
招
集
実
績
が
あ
る
。 

予
備
自
の
確
保
は
重
要
だ
。
現
在
の
予
備

自
の
人
数
は
４
万
６
０
人
（
即
自
４
１
２
０
、

予
備
自
３
万
３
４
１
１
、
予
備
自
補
２
５
２

９
＝
３
年
度
末
時
点
）。
だ
が
、
こ
の
う
ち
即

自
の
充
足
率
の
低
さ
が
深
刻
だ
。
即
自
は
定

員
の
７
９
８
１
人
に
対
し
、
現
員
は
４
１
２

０
人
と
約
半
数
に
し
か
達
し
て
い
な
い
上
、

１
０
年
前
の
平
成
２
４
年
度
の
６
５
．
９
％

と
い
う
充
足
率
か
ら
年
々
減
少
傾
向
に
あ

る
。 予

備
自
の
確
保
は
志
願
者
の
意
思
だ
け
で

は
な
く
、
雇
用
す
る
側
の
企
業
努
力
も
不
可

欠
だ
。 

予
備
自
は
年
間
で
定
め
ら
れ
た
日
数
の
訓

練
に
参
加
す
る
義
務
が
あ
り
、
中
で
も
即
自

は
年
間
３
０
日
と
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。
企
業

か
ら
す
れ
ば
、
限
ら
れ
た
リ
ソ
ー
ス
で
業
務

を
回
す
中
、
訓
練
の
た
め
に
数
日
間
も
従
業

員
に
抜
け
ら
れ
る
の
は
厳
し
い
と
考
え
る
。

ま
し
て
や
有
事
の
際
は
、
予
定
さ
れ
て
い
る

訓
練
と
は
違
い
、
突
然
招
集
さ
れ
る
。 

防
衛
省
で
は
、
予
備
自
雇
用
に
伴
う
企
業

の
負
担
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
招
集
時
の

支
援
と
し
て
雇
用
企
業
協
力
給
付
金
を
設
け

て
い
る
。 

ま
た
、
雇
用
時
の
支
援
と
し
て
「
即
応
予

備
自
衛
官
雇
用
企
業
給
付
金
」
制
度
を
設
置

す
る
な
ど
の
対
応
を
と
っ
て
い
る
。 

（
防
衛
日
報
デ
ジ
タ
ル
よ
り
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

令
和
５
年
度
年
会
費
納
入
者
（
敬
称
略
） 

湘
南
支
部
長
（
十
月
二
十
日
現
在
） 

次
の
会
員
各
位
か
ら
年
度
会
費
を
納
入
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

正
会
員 

 
 

濱
口
浩
二
、 


